財務省大臣　谷垣禎一　殿

財務省　公共事業統括・公共事業担当主計官　冨永哲夫殿

財務省　国土交通・環境係担当主計官　　　　梶川幹夫殿

　
要望書
天塩川への治水効果が小さく、発電・水道などの需要にも疑問があるうえ、

自然環境を大きく破壊する北海道開発局の天塩川水系サンルダム建設計画に、予算をつけないでいただきたいと要望します。
日頃より、日本の財務についてのご尽力に敬意を表します。
さて、北海道の天塩川水系では、国土交通省・北海道開発局により、天塩川の支流・名寄川のさらに支流であるサンル川において、高さ46ｍものサンルダム建設計画が立てられ、現在、北海道開発局によって設置された「天塩川流域委員会」のなかで議論が行なわれております。サンルダムは、天塩川の治水と、1400ｋｗの水力発電、名寄市、下川町への水道水の供給、周辺農家への灌漑用水の供給などを目的とする多目的ダムであり、総工費は530億円、うち発電・水道水などの利水分だけ230億円かかるとされております。
私ども12団体は、これまで、サンルダムの治水効果およびサンルダムの目的とされる発電や水需要について科学的に調査を進め、その成果を別添の冊子にまとめ公表したところでございますが、以下の点で、サンルダムへの予算の支出には大きな問題があることが明らかになりました。

（1） 支流のさらに支流につくられるサンルダムの集水面積は、広大な天塩川流域のわずか３％にしかすぎず、堤防の未整備などから氾濫の危険がもっとも高い天塩川の中流・下流域の治水にはきわめて効果が薄い。

（2） サンルダムの発電量はわずか1400ｋｗにすぎず、また名寄市・下川町とも現在、水道水には不足していない。人口は減少を続けており、将来的にも水需要が逼迫することは考えられない。また農業用水の不足についても明確なデータは示されておらず、そもそも灌漑水の水利権はサンルダムには設定されていない。

（3） 天塩川では、現在、堤防の未整備区間・暫定整備区間があわせて全体の60％にも及んでおり、治水には、まず堤防の整備や、天塩川に多く残されている旧河川の遊水地への活用などがもっとも経済的かつ効果的である。

（4） サンル川は、重要な水産資源でもある天然のサクラマスがもっとも長距離（200ｋｍ以上）にわたって遡上する日本で最後の河川のひとつである。水産資源の保護や、国が批准している生物多様性条約などに照らしても、サンルダムの建設はサクラマスだけでなく、天塩川からサンル川に遡上する多くの魚類の産卵・生息環境を悪化させることは明らかである。

以上のような理由から、治水効果・経済効果が薄いうえ、自然環境に大きな悪影響を与えるサンルダムは、「ムダな公共事業」の典型であると言えます。

治水に関しては、上述しましたように、堤防の整備、遊水地の造成など、地域にとって適切な公共事業を行なうことで、予算規模の大きなサンルダム建設より少ない費用で、より大きな治水効果を発揮できると考えます。

また利水に関しては、地域の電力需要や人口減少による水あまりからみて、そもそも不要であり、230億円のもの投資を行なうこと自体が無駄であると考えます。

国は、現在、行政改革担当相、政府の行政減量・効率化有識者会議の方針を受け、北海道開発局の職員の大幅な削減を検討していますが、財務省におかれましては、北海道開発局の事業そのものにも、ここに述べましたサンルダムのような、経済効率のきわめて悪い事業があることをぜひともご認識いただき、このような事業には今後、予算をつけていただかないよう、ここに要望させていただく次第でございます。
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